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　六月二十八日～二十九日にかけて、千葉県成田市・マロウドインターナショナル成田において第二一回国労東日本本部電気職場交流会が開催されました。今年は、会社の昇進昇格試験と日程が重なり、また、新型インフルエンザの心配がされる中、参加者は日帰り参加者四名を含む十二地方地区本部の電気職場から八十二名が参加しました。今回の交流会には、千葉の京成労組の電力職場から代表で一名の仲間が参加し最後まで参加していただきました。初日の全体集会では、昨年はケガのため参加できなかった岸副議長の司会で開会し、地元地方本部から坂口組織部長の挨拶で千葉の現状や競合調整システムの問題、業務委託の問題も報告され、来賓として京成の萩原さんからは京成の合理化の現状や大規模工事での問題点が報告されました。続く準備地本の北島地電協議長からは、昇進差別の解消に取り組むことや交渉にむけての討論強化で交流会を成功させるための決意や準備での苦労が話されました。東日本本部からは山根執行委員が出席し、①不採用問題の現状として政治解決に向けた取り組みの中で、自民党も含めた作業部会が発足し窓口ができたという到達点であるが、総選挙がすぐにあるという現状で、予断を許さないが引き続き本部と一緒に闘いを強化していきたい。②昨年、黒磯の感電事故を契機に非常事態宣言を会社は発したが、その後も大きな事故や輸送障害が続いている。信濃川発電所の取水問題で水利権剥奪という事態に、六月十八日に団交をおこなったが、国交省への説明の図面作成が現場では難しい現状で、検討委員会を作ることも申し入れた。大きな事故問題は、メンテナンス体制合理化以降、労組を超えての共通認識があり、他労組の交渉でも直外区分に問題があることも回答している。また、孫受け会社への大きな負担となっている点や、七年で一人前という具体的根拠になっていない問題等もあり、施策の検証委員会でも議論しているが本社交渉を強めていきたい。③一括和解以降の差別問題は、人事評価が公平公正に行われていない。個人面談のあり方も助役一人と行うことや個人情報の管理についても、人事評価についての見直しの着手を七月ぐらいには本社との団交で問題にしていきたい④東京支社では五十人以下でも安全委員会を設置すると通達がでた。年間三百時間を越える超勤が行われている現状に、浦和電車区事件もあり、七月に三六条協定改定時期で、年休保留という扱いの問題も出てくるが、労基法違反の提訴も考えている。との四点にわたり情勢報告があり、川崎発電所の小山さんからは信濃川発電所問題の経過報告、またテムズ出向連竹内代表からは、大宮支社でのテムズでの無届作業の問題であわや感電、また保線関係の待避遅延など支社内での事故多発状況と出向先会社への要求書を提出準備している話がされました。組合員拡大の報告ということで昨年十月に加入した大宮電力技セ分会の原田さんと佐藤分会長からの挨拶を受けました。

そして中澤議長より、交流会の意義と課題が提起され、厳しい財政状況でも交流会を継続していきたいことや、昨年に引き続き東日本本部が提起している検証委員会の取り組みと課題、首都圏輸送障害問題、技術継承、メンテナンス合理化以降の職場の現状、安全問題、加えて二一回定期委員会でも提起した業務区分の変化の検証、について各分科での討論を深めて、交渉に向けた意思統一の場としてほしいとの提起がなされました。
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その後、分科毎に別れての交流に入っていきました。分科会は、参加人数のばらつきがあり、三人の事務分科から、二つに分かれた信号分科までありましたが、短い時間の一日目となりました。夜の交流は夕食時に二時間程の懇親会を行い、昨年に続き会場の関係でテーブル宴会場になりましたが、例年通りの各地方の手土産を含めた参加者紹介が行われ、さらに会場を変えて、分科会ごとの交流会が行われました。
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二日目は八時三十分より各分科会を引き続き行い、それぞれの要求事項に対する肉付けの議論と交渉に向けての方向性に時間をかけ、各地方からの現状と意見がだされました。（各分科会の議事録等は後日集約します）

その後二日目の全体集会を行いました。そこで変電分科会、配電分科会と通信分科会からの報告を受け、メンテナンス合理化以降の職場の現状や技術力の継承問題、不明確な業務区分、直外区分などが報告されました。

二日間の議論をへて中澤議長の集約では、信濃川発電所の取水問題の団体交渉での内容が報告され、また二日間の討論でそれぞれの分科の要求書に修正があれば早急に見直して東日本本部にあげてもらって交渉に臨みたい。と締め括った。そして千葉地電協の北島議長から挨拶を受け、次回、第二二回交流会の準備を行う仙台地電協議長の千葉さんからは、既に次回に向けて準備が進められているという決意も報告された。集会の最後に東京地本青年部長で活躍している神奈川地電協の松尾君の団結ガンバローで二日間の交流会を閉会しました

　　



